
平成20年6月11日

中国電力株式会社

島根原子力本部

島根原子力発電所構内における作業員の負傷について

  本日13時50分頃，島根原子力発電所構内において，前回（第27回）の1号機定期検査で取り替えた主変圧器の解体作業を行っていたと

ころ，協力会社社員1名が負傷する事象が発生しました。

  ただちに，救急車を要請し，負傷者を松江赤十字病院に搬送，左股関節脱臼・左下腿部裂創と診断されました。

  なお，この事象による作業員の被ばくおよび外部への放射能の影響はありません。

  1．発生日時

      平成20年6月11日（水）  13時50分頃

  2．発生場所

      島根原子力発電所2号機タービン建物北側取水設備付近（屋外）

  3．発生状況

       取り替えた主変圧器の解体作業（監督者含め7名で実施）を行っていたところ，変圧器の鉄心（鋼板を重ね合わせたもの）が急に崩

れ，そのはずみで作業員が作業足場（高さ約2m）から転落し，崩れた鋼板の一部にはさまれたものと推定される。

  4．負傷者

      協力会社社員  男性  36才

  5．負傷の状況

      左股関節脱臼・左下腿部裂創

  なお、病院において引き続き検査・加療中です。

 

以上

  関連リンク

・原子力発電（環境@エネルギー）


